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催
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ス
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ツ

健
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み
ん
な
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ひ
ろ
ば
年
末
年
始
の
業
務

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
。
建
設
工
事

関
係
は
除
く
）
で
１
事
業
者
に
つ

き
１
物
品
ま
た
は
１
役
務
。
障
害

者
雇
用
率
が
４
・
４
％
以
上
で
２

人
以
上
の
障
害
者
を
雇
用
し
て
い

る
場
合
は
２
種
別
の
登
録
可　
申

２
月
１
日
㈯
ま
で
に
産
業
支
援
課

大
手（
Ｔ
39・２
２
２
８
）、
市
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
申
請
書
で

●
本
人
通
知
制
度
の
登
録
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

　
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な

ど
を
第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
、

事
前
に
登
録
し
た
人
に
通
知
し
ま
す
。

場
市
民
課
ア
オ
、
各
支
所
市
民
生

活
課　
対
長
岡
市
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人
（
転
出

な
ど
で
５
年
以
内
に
除
か
れ
た
人

を
含
む
）、
長
岡
市
の
戸
籍
お
よ

び
戸
籍
の
附
票
（
除
か
れ
た
戸
籍

や
附
票
を
含
む
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人　

登
録
期
間
＝
５
年
間

（
登
録
期
間
中
に
住
所
、
氏
名
、

問
消
防
本
部
Ｔ
36
・
０
１
１
９
、

環
境
政
策
課
Ｔ
24
・
０
５
２
８
、

各
消
防
署
・
出
張
所
、
各
支
所
市

民
生
活
課

●
12
月
は「
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
」

　
衣
類
を
工
夫
す
る
な
ど
、
室
温

20
℃
で
快
適
に
過
ご
す
「
ウ
ォ
ー

ム
ビ
ズ
」
を
実
践
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
削
減
し
て
地
球
温
暖
化
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課
Ｔ
24
・
０
５
２
８

●
障
害
者
を
多
く
雇
用
す
る
中
小

企
業
か
ら
優
先
し
て
物
品
な
ど

を
調
達
し
て
い
ま
す

　
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
安
定

の
た
め
、
市
は
少
額
の
随
意
契
約

や
指
名
競
争
入
札
を
す
る
場
合
、

「
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
者
」
と

し
て
登
録
さ
れ
た
事
業
者
を
選
定

す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

★
令
和
２
・
３
年
度
の
登
録
申
請

　
を
受
け
付
け
ま
す

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
中
小
企

業
①
令
和
２
・
３
年
度
入
札
参
加

資
格
申
請
書
を
契
約
検
査
課
大
手

に
提
出
済
み
②
市
内
に
本
店
が
あ

る
③
最
近
１
年
間
、
会
社
全
体
お

よ
び
市
内
の
事
業
所
の
障
害
者
雇

用
率
が
２
・
２
％
以
上 

（
法
定
外

の
事
業
所
は
１
人
以
上
を
雇
用
）

対
象
物
品
な
ど
＝
物
品
の
製
造
・

購
入
・
借
入
れ
、
役
務
の
提
供

（
例
…
印
刷
、
事
務
機
器
、
清
掃
、

本
籍
な
ど
が
変
更
し
た
と
き
は
届

出
が
必
要
で
す
）　
持
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
）　
※
代
理
人
や
郵
送
に

よ
る
申
請
が
で
き
ま
す　
問
市
民

課
Ｔ
39
・
７
５
１
２

●
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
寝
た
き
り
の
人
が
使
用
す
る
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

に
は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お
む

つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
市

が
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代

わ
る
「
お
む
つ
使
用
の
確
認
書
」

を
発
行
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
の
が
２
年
目
以
降
の
人　
※
そ

の
他
の
詳
し
い
要
件
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　
問
介
護

保
険
課
ア
オ
Ｔ
39・２
２
４
５
、各

支
所
市
民
生
活
課　
申
総
合
窓
口

（
福
祉
窓
口
）
ア
オ
、
各
支
所
市

民
生
活
課

●
来
年
４
月
、
小
・
中
学
校
に
入

学
す
る
子
ど
も
の
保
護
者
に
入

学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

　
小
学
校
は
郵
送
で
、
中
学
校
は

小
学
校
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　
12
月
25
日
㈬
こ
ろ
ま
で
に
届
か

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学
校
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
学
務
課
さ
い
Ｔ
39
・
２
２
３
９

問
消
防
本
部
予
防
課
Ｔ
35
・
２
１

９
０

場
合
は
、お
酒
を
飲
ま
な
い
人（
ハ

ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を
決
め
、
仲

間
を
自
宅
ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
課
ア
オ
Ｔ
39
・
２
２
０
６

●
夫
婦
間
の
悩
み
や
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
（
性
的
指
向・性
自
認
）

の
心
配
ご
と
な
ど
を
ご
相
談
く

だ
さ
い

時
月
〜
土
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
予
約
優
先
）　
問
男

女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ル
な

が
お
か
市
セ
Ｔ
39
・
９
３
５
７

☆
出
前
相
談
も
あ
り
ま
す

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
の
ス
ペ
ー
ス
・

な
が
お
か
Ｔ
０
９
０・４
０
６
４・

６
０
１
７
（
電
話
相
談
は
平
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

●
12
月
11
日
㈬
～
20
日
㈮
は 

冬
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
ゆ
ず
り
合
う　
心
あ
っ
た
か 

　
冬
の
道

　
年
末
は
、
忘
年
会
な
ど
で
お
酒

を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

「
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
」 

「
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

★
早
い
夕
暮
れ
や
雪
、冬
は
注
意
！

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
歩
行
中

　
の
反
射
材
の
活
用
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
道
に
合
っ
た
慎
重
な
車
の
運

　
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

★
「
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
を
決

　
め
て
飲
酒
運
転
を
根
絶
！

　
自
動
車
で
飲
食
店
な
ど
へ
行
く

●
灯
油
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

　
冬
は
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯

油
の
流
出
事
故
が
多
発
し
ま
す
。

河
川
に
流
れ
出
る
と
、
水
質
汚
染

の
原
因
と
な
り
ま
す
。

①
小
分
け
中
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

②
タ
ン
ク
の
バ
ル
ブ
を
完
全
に
閉

　
め
た
か
確
認
す
る

③
タ
ン
ク
の
配
管
や
ホ
ー
ス
な
ど

　
が
破
損
し
て
い
な
い
か
日
ご
ろ

　
か
ら
点
検
す
る

な
ど
、
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
漏
れ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に

元
栓
を
締
め
、
新
聞
紙
や
タ
オ
ル

な
ど
で
外
部
へ
流
出
し
な
い
よ
う

応
急
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
に
消
防
本
部
ま
た
は
市
役
所

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
末
年
始
も
「
火
の
用
心
」

　
冬
は
火
を
使
う
機
会
が
多
く
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

楽
し
い
思
い
出
を
火
災
で
奪
わ
れ

な
い
よ
う
、
も
う
一
度
「
火
」
と

「
命
」の
用
心
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・

　
点
検
を
す
る

・
コ
ン
ロ
か
ら
離
れ
る
時
は
火
を

　
消
す

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す

　
い
も
の
を
置
か
な
い

・
使
わ
な
い
電
気
製
品
は
電
源
を

　
切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く

な
ど
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市の女性の委員比率は31.8％
女性の登用に積極的に取り組みます
問人権・男女共同参画課市セＴ39・2746

　「第２次ながおか男女共同参画基本計画」では、
令和３年度までに審議会や委員会などの女性委員
の割合を33％にすることを目標に掲げています。
　今年度の女性登用率は31.8％となりました。今後
も引き続き、女性登用のさらなる推進に努めます。

審議会、委員会などの状況
（過去３年間、数値は４月１日現在）

年度 審議会・
委員会数

女性委員を含
む会数(比率)

女性委員人数
／全委員人数(比率)

平成
29年 89 86（96.6％） 398/1,335（29.8％）
平成
30年 87 83（95.4％） 403/1,259（32.0％）
令和
元年 88 83（94.3％） 391/1,229（31.8％）

固定資産税の申告をお忘れなく 問資産税課アオＴ39・2213
申告書は郵送、総合窓口アオ（税金窓口）に持参

１償却資産の申告は１月31日㈮まで
　毎年１月１日現在の償却資産の所有状況を、その
資産のある市町村に申告してください。
対象者＝市内で工場や商店を営んだり、駐車場やア
パートを貸したりして、事業用の償却資産を持つ事
業者　対象の償却資産＝法人税法や所得税法に基
づき、減価償却として損金や必要経費として算入さ
れるものなど。詳しくは、市ホームページで

２償却資産の電子申告ができます
　 オフィス や 自 宅 から、
ｅ

エ ル タ ッ ク ス

ＬＴＡＸを利用して申告でき
ます。詳しくは、地方税共同
機構ホームページ（https://
www.eltax.lta.go.jp）で。

３賃貸家屋の附帯設備の納税者
　原則として、家屋の所有者に固定資産税が課税さ
れます。
　ただし、借り主などが費用を負担した事業用の附
帯設備は家屋とは区分され、借り主に償却資産とし
て課税されます。この場合、家主と借り主双方が連
名で、「分離申告書」を市役所に提出する必要があ
ります。詳しくはお問い合わせください。

償却資産とは？
土地や家屋以外の事業用の構築物、機械、装置、
備品などの有形資産のこと。駐車場の舗装や消
雪設備、側溝、フォークリフトやショベルロー
ダなどの大型特殊自動車も含まれます。

▲ナッちゃん

農
産
品
加
工
な
ど
第
６
次
産
業

の
分
野
に
も
広
が
っ
て
い
る
障

害
者
雇
用
。
法
律
で
定
め
ら
れ

た
雇
用
率
は
２
・
２
％
ピ
ー
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
市
の
「
障

害
者
就
労
支
援
推
進
員
」
に
相

談
し
て
ほ
し
い
ピ
ー
。

市議会12月定例会を傍聴しませんか
問議会総務課アオＴ39・2244

　本会議や委員会は公開されています。

※３日㈫～５日㈭の本会議は、一般質問者の人数に
より日程が短くなる場合があります
時本会議…午後１時から、議会運営委員会…午前11
時30分から、常任委員会（文教福祉・産業市民・建
設・総務）…午前10時から　定本会議…67人（車い
す利用２人分含む）、親子傍聴席10人、委員会…12人
　本会議と常任委員会は、市ホームページで生中継・
録画中継しています（ケーブルテレビの再放送は午
後７時から）。
★議会中継はスマートフォン、タブレットなどでも

ご覧いただけます
議員の年賀状は禁止されています
市議会議員は、答礼のための自筆によるものを除
き、選挙区内の人に対して年賀状を出すことやお
歳暮などを贈ることが公職選挙法で禁止されて
います。ご理解をお願いします。

期　日 会　議　名 場　所

12月２日㈪ 議会運営委員会 第二委員会室
本会議（招集日） 議　　場３日㈫～５日㈭ 本会議※

12日㈭ 文教福祉委員会

第一委員会室13日㈮ 産業市民委員会
16日㈪ 建設委員会
17日㈫ 総務委員会

19日㈭ 議会運営委員会 第二委員会室
本会議（最終日） 議　　場

（左から）火災現場のコンロ、コンセント、ストーブ

　市内で今年発生した交通死亡事故は12件で、13人が犠牲にな
りました（11月５日現在。高齢者は11人）。昨年の４件で４人
を大きく上回っています。歩行者は、慣れた道でも左右をしっ
かり確認し、暗い道では反射材を身に付けましょう。
問市民課アオＴ39・2206

交通死亡事故、激増


